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天授庵は2013年盛秋の「そうだ 京都、行こう。」でお馴染みのＪＲ東海のキャンペーンの舞台です。小堀遠州の発案と
される枯山水と南北朝時代の作庭と伝わる池泉回遊式の二つの庭。どちらも様々な種類のもみじがあるので、赤、黄、橙
とグラデーションが鮮やかです。池に架かったジグザグの木の橋を渡り飛び石を超え、歩きながら紅葉狩りを楽しんでく
ださい。

天授庵（南禅寺塔頭）

（カラー版は http://www.miura21.co.jp でご覧いただけます）

編集部撮影



平成26年度   全国溶接技術競技会

秋田県で開催佐藤康弘さん
（津覇車輌工業㈱）

渡邉真貴さん
（㈱日立プラントコンストラクション）

本
年
で
35
回
を
迎
え
る
「
ク
レ
ー
ン
の
日
」
を
契
機
に
、ク
レ
ー
ン
等
の
労

働
災
害
に
つ
な
が
る
職
場
の
危
険
有
害
要
因
を
的
確
洗
い
出
し
、
積
極
的
に

改
善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
関
係
者
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
て
組
織
的
、

計
画
的
か
つ
継
続
的
に
安
全
管
理
活
動
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

一
般
社
団
法
人
日

本
溶
接
協
会
主
催
の

平
成
二
十
六
年
度

（
第
六
十
回
）全
国
溶

接
技
術
競
技
会
は
、

十
月
十
八
日（
土
）十

九
日（
日
）の
両
日
、秋

田
県
潟
上
市
の
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

で
開
催
さ
れ
、全
国

各
都
道
府
県
協
会

か
ら
推
薦
さ
れ
た
選

手
百
十
六
人（
被
覆

ア
ー
ク
溶
接
の
部
五

十
八
人
、炭
酸
ガ
ス

ア
ー
ク
溶
接
の
部
五

十
八
人
）が
最
高
の

技
を
競
う
。

東
京
都
溶
接
協

会
か
ら
は
、被
覆

ア
ー
ク
溶
接
の
部
に

は
初
出
場
の
渡
邉
真

貴
さ
ん（
㈱
日
立
プ
ラ

ン
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
）、炭
酸
ガ
ス

ア
ー
ク
半
自
動
溶
接

の
部
に
は
、昨
年
に

続
き
連
続
出
場
の
佐

藤
康
弘
さ
ん（
津
覇

車
輌
工
業
㈱
）の
二

名
が
出
場
す
る
。

両
選
手
は
本
年
三

月
に
行
わ
れ
た
東
京

都
溶
接
協
会
主
催
の

溶
接
技
術
競
技
会

で
、共
に
高
得
点
で

優
勝
し
、晴
れ
の
東

京
都
代
表
と
な
り
、

全
国
大
会
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

全
国
労
働
衛
生
週
間
9
月
は
準
備
期
間

平
成
　
年
度

26

登
録
性
能
検
査
機
関

登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
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９
月
１
日
▼
30
日
全
国
労
働
衛
生
週
間
準
備
期
間

み
ん
な
で
進
め
る

職
場
の
改
善

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

今
年
も
10
月
１
日
よ
り
７

日
ま
で
、
65
回
目
の
全
国
労

働
衛
生
週
間
を
迎
え
ま
す
。

本
週
間
は
、
国
民
の
労
働
衛

生
に
関
す
る
意
識
を
高
揚
さ

せ
、
事
業
場
に
お
け
る
自
主

的
労
働
衛
生
管
理
活
動
を
通

じ
た
労
働
者
の
健
康
確
保
等

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。

現
在
第
12
次
労
働
災
害
防

止
計
画
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、重
点
と
す
る
健
康
確
保・

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

本
年
度
は
、

「
み
ん
な
で
進
め
る

　
　
　

職
場
の
改
善

心
と
か
ら
だ
の
健
康
管
理
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
全

国
労
働
衛
生
週
間
を
展
開

し
、
事
業
場
に
お
け
る
労
働

衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
自
主
的
な
労
働
衛

生
管
理
活
動
の
一
層
の
促
進

を
図
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
本
週
間
の
実
行
を

上
げ
る
た
め
、９
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
を
準
備
期

間
と
す
る
。

職
業
性
疾
病
対
策
と
し
て
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
化
学

物
質
に
よ
る
健
康
障
害
防
止

対
策
、
腰
痛・熱
中
症
予
防

対
策
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策

を
掲
げ
、
具
体
的
な
数
値
目

標
を
設
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
事
業
者
等
が
労
働

者
の
健
康
障
害
の
防
止
、
健

康
診
断
の
結
果
に
基
づ
く
措

置
の
実
施
の
促
進
等
に
着
実

に
取
り
組
み
、
健
康
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。

○
お
客
様
の
ボ
イ
ラ
ー
、
ク
レ
ー
ン
な
ど
の
性
能

検
査
に
つ
い
て
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め

細
か
い
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

・
お
客
様
の
ご
要
望
に
応
じ
た
性
能
検
査
の
年

間
受
検
計
画
の
作
成
と
検
査
の
実
施

・
早
朝
検
査
、
休
日
検
査
へ
の
柔
軟
な
対
応

・
検
査
日
変
更
や
検
査
希
望
日
へ
の
弾
力
的
な

対
応

・
検
査
料
金
支
払
い
方
法
の
事
前
相
談

・
技
術
や
法
令
な
ど
の
様
々
な
相
談
へ
の
丁
寧

で
迅
速
な
対
応

○
ボ
イ
ラ
ー
等
と
ク
レ
ー
ン
等
の
両
方
の
性
能

検
査
が
で
き
る
国
内
唯
一
の
検
査
機
関
で
す
。

・
す
べ
て
の
事
務
所
で
同
一
検
査
日
に
ボ
イ

ラ
ー
等
と
ク
レ
ー
ン
等
の
両
方
の
検
査
が
可
能

・
同
一
検
査
日
で
、
多
基
数
検
査
の
場
合
は
、

複
数
の
検
査
員
に
よ
る
対
応

・
受
検
時
の
稼
働
停
止
時
間
の
短
縮
へ
の
配
慮

○
豊
富
な
経
験
と
科
学
的
な
目
に
よ
り
、
お
客

様
の
安
全
を
守
り
ま
す
。

・
延
べ
２
２
４
万
基
に
の
ぼ
る
検
査
実
績
か
ら

蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

・
経
験
を
踏
ま
え
た
五
感
検
査
と
検
査
機
器
に

よ
る
科
学
的
検
査

・
公
正
な
検
査
と
そ
の
結
果
の
丁
寧
な
説
明

○
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
と
し
て
厚
生
労
働

大
臣
登
録
を
受
け
平
成
26
年
１
月
よ
り
第
一
種

圧
力
容
器
の
登
録
製
造
時
等
検
査
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。
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＜教育訓練給付制度が改正されます＞＜教育訓練給付制度が改正されます＞

＜基本手当日額の変更＞＜基本手当日額の変更＞

平成26年10月より教育訓練給付金が改正され、これまでの「一般教育訓練の教育訓練給付金」に加えて、「専門実践教育
訓練の教育訓練給付金」が追加されます。なお、従前の教育訓練給付金は「一般教育訓練の教育訓練給付金」として引き
継がれ、教育訓練経費の20％（上限10万円）が給付されます。

＜専門実践教育訓練の教育訓練給付金とは＞
一定の条件を満たす雇用保険の一般被保険者または一般被保険者であった者が、厚生労働大臣が指定する専門実践教育
訓練を受講している間、または修了した場合、その受講のために本人が支払った教育訓練経費の40％（年間上限32万円）
を、原則2年（最大3年）まで、ハローワークから支給する制度です。
また、専門実践教育訓練給付金の受給者のうち、訓練の受講修了から1年以内に雇用保険の一般被保険者として雇用さ
れた場合には、教育訓練経費の60％の額（既に支給された40％の給付金との差額）が追加して給付されます。
専門実践教育訓練給付金の受給資格を持つ者のうち、受講開始時に45歳未満であることや専門実践教育訓練を修了す
る見込みがあることなど、一定の要件を満たす者は、訓練期間中に「教育訓練支援給付金」を受けることができます。こ
の教育訓練支援給付金の日額は、原則として雇用保険の基本手当日額の50％に相当額となります。
なお、教育訓練を途中でやめた場合や講座ごとの基準により定められた訓練期間中に修了する見込みがなくなった場

合は、それ以降支給されません。
＜対象者＞
次の（1）または（2）のいずれかに該当する者で、厚生労働大臣が指定する専門実践教育訓練を修了する見込みをもって
受講している者および修了した者
（1）雇用保険の一般被保険者

一般教育訓練の受講開始日に、10年以上（※）の支給要件期間（同一の事業主に一般被保険者または短期雇用特例被
保険者として雇用された期間）がある者

（2）雇用保険の一般被保険者であった者
一般被保険者資格を喪失した日（離職日の翌日）以降、受講開始日までが1年以内であり、かつ、支給要件期間が10
年以上（※）ある者

※（1）（2）とも、当分の間、初めて専門実践教育訓練給付金の支給を受けようとする者については、支給要件期間が2年
以上であれば可能となります。

※平成26年10月1日以前に教育訓練給付を受給した場合は、その受給にかかわる受講開始日から、今回の受講開始日
までに、通算して2年以上の被保険者期間が必要です。
また受講開始日の前日から10年前までに教育訓練給付金の支給を受けたことがある場合は、専門実践教育訓練給付
金は支給されません（ただし、平成26年10月1日よりも前に教育訓練給付金の支給を受けた者に対しては、この取扱
いは適用されません）。
＜対象となる教育訓練＞
1.業務独占資格・名称独占資格の取得を訓練目標とする、国や地方公共団体の指定などを受けて実施される課程で、
①訓練修了で公的資格を取得 ②公的資格試験の受験資格を取得 ③公的資格試験の一部免除が可能になる課程
訓練期間は１年以上３年以内（かつ、当該資格の取得に必要な最短の期間）であること。
対象となる業務独占資格たは、資格を持たずに業務を行うことが法令で禁止されている次のような資格
助産師、看護師、准看護師、診療放射線技師、臨床検査技師、理学療法士、作業療法士、視能訓練士、言語聴覚士、
臨床工学技士、義肢装具士、救急救命士、歯科衛生士、歯科技工士、あん摩マッサージ、指圧師、はり師・きゅう師、
柔道整復師、美容師、理容師、測量士、電気工事士、建築士、海技士、水先人、航空機操縦士、航空整備士
対象となる名称独占資格とは、資格がなくても業務を行うことはできるが、その名称の使用が法令で禁止されてい
る次のような資格
保健師、調理師、栄養士、介護福祉士、社会福祉士、精神保健福祉士、保育士、製菓衛生師 など

2.専門学校の職業実践専門課程（訓練期間は２年）
専修学校の専門課程のうち、企業などとの連携により、最新の実務知識などを身に付けられるよう教育課程を編成し
たものとして文部科学大臣が認定したもの

3.専門職大学院（訓練期間は２年または３年以内）
高度専門職業人の養成を目的とした課程

平成26年8月1日より雇用保険の給付の基礎となる基本手当日額が変更されます。これにより、失業等給付や高
年齢雇用継続給付等の給付金の額が従前と異なってくる場合があります。

月

日
▼
3
日 

全
国
労
働
衛
生
週
間
準
備
期
間

　
　
　
職
場
の
改
善

　
心
と
か
ら
だ
の
健
康
管
理

離職時の年齢
基本手当日額の上限額

29歳以下

変更前 変更後

6405 6390

7115 7100

7830 7805

6723 6709

基本手当日額の下限額

変更前 変更後

1848 1840
30～ 44歳

45～ 59歳

60～ 64歳



日
時・会
場

○
十
月
十
九
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
十
一
月
一
日（
土
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
十
一
月
二
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
十
一
月
十
五
日（
土
）

城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

○
十
一
月
十
六
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
十
二
月
六
日（
土
）

東
京
都
溶
接
協
会

一
、
日
時・会
場

学
科
＝
九
月
十
日（
水
）午
前
八

時
四
十
分
〜
午
後
五
時
三
十

分
、
江
東
区
大
島
三―

一―

十
一
、
産
学
協
同
セ
ン
タ
ー

実
技
＝
九
月
十
一
日（
木
）午
前

八
時
四
十
分
〜
午
後
五
時
三

十
分
、
会
場
は
学
科
講
習
会

場
と
同
じ
。

二
、
受
講
料　

一
四
、〇
〇
〇
円

　
テ
キ
ス
ト
代　

六
三
〇
円

一
、
日
時・会
場

学
科
＝
九
月
十
六
日（
火
）午
前

九
時
〜
午
後
五
時
、
十
七
日

（
水
）午
前
九
時
〜
午
後
〇

時
、
江
東
区
大
島
三―

一―

十
一
、
産
学
協
同
セ
ン
タ
ー

実
技
＝
九
月
十
七
日（
水
）午
後

一
時
〜
午
後
五
時
、
十
八
日

（
木
）午
前
九
時
〜
午
後
五

時
、
会
場
は
学
科
講
習
会
場

と
同
じ
。

二
、
受
講
料

　
　
　

会
員　
二
〇
、七
〇
〇
円

　
　
　

一
般　
二
四
、七
〇
〇
円

　
　
学
科
の
み

会
員　
一
〇
、五
〇
〇
円

　
　
　

一
般　
一
一
、五
〇
〇
円

一
、
日
時・会
場

十
二
月
九
日（
火
）午
前
九
時

〜
午
後
五
時
、
江
東
区
大
島

三―

一―

十
一
、
産
学
協
同

セ
ン
タ
ー

二
、
受
講
料

　

会
員　
一
三
、六
〇
〇
円

　
　
　

一
般　
一
四
、六
〇
〇
円

神奈川

東 京

事務所
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 14　 21 　28
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 6 　 7
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 2 　 3
 　 4 　

 11 　 12
 　 14 　
 24 　 25
 　 27 　

 27 　 28
 　 30 　

 10 　 11
 　 14 　

 21 　 22
 　 25 　

 18 　 19
 　 22 　
 11 　 12
 　 16 　

講習名

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

神奈川

神奈川事務所

茨 城 事 務 所

〒231－0007

〒300－0875

栃 木 事 務 所

甲 信 事 務 所

〒322－0016 鹿沼市流通センター46番地

横浜市中区弁天通4－59
横浜弁天通第一生命ビル 3階

TEL 045－662－2860
FAX 045－662－8768

東 京 事 務 所

ボイラ・クレーン
安 全 協 会

〒136－0071 江東区亀戸1－28－6タニビル 5階

〒136－0071 江東区亀戸6－41－20機缶健保会館 2階
TEL 03－3685－5222
FAX 03－3685－5746

TEL 03－3685－2141
FAX 03－3685－2189

千 葉 事 務 所 〒260－0028 千葉市中央区新町18－10千葉第一生命ビル 2階
TEL 043－247－5532
FAX 043－247－5576

埼 玉 事 務 所 〒330－0801 さいたま市大宮区土手町1－2JA共済埼玉ビル 6階
TEL 048－643－1543
FAX 048－643－1524

TEL 0289－72－1717
FAX 0289－76－6090
TEL 055－287－9511
FAX 055－287－9512

TEL 029－843－0740
FAX 029－841－1968

土浦市中荒川沖町2－6
ツインビル 3階

山梨県南アルプス市
下今諏訪610番 9〒400－0212

東 京

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

玉
掛
け
技
能
講
習

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

神奈川

東 京

事務所講習名

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

神奈川

東 京

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
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★他の講習も実施しています。詳細については、各事務所にお問合わせください。

１
日
▽
防
災
の
日

関
東
大
震
災
記
念
日

２
日
▽
富
山
八
尾
風
の
盆

３
日
▽JA

SIS 2014

旧
名
称
・
分
析
展
／

科
学
機
器
展

（
〜
５
日
幕
張
メ
ッ
セ
）

４
日
▽
敦
賀
気
比
神
宮
祭

８
日
▽
白
露

十
五
夜

９
日
▽
救
急
の
日

11
日
▽
東
京
芝
大
神
宮

し
ょ
う
が
市（
〜
21
日
）

13
日
▽
世
界
の
法
の
日

岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭

15
日
▽
敬
老
の
日

老
人
の
日

老
人
週
間（
〜
21
日
）

16
日
▽
鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
や
ぶ
さ
め

17
日
▽JIM

A
2014

第
７
回
総
合
検
査
機
器
展

（
〜
19
日
）

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト

20
日
▽
彼
岸
入
り

空
の
日

動
物
愛
護
週
間（
〜
26
日
）

21
日
▽
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動（
〜
30
日
）

23
日
▽
秋
分
の
日

彼
岸
中
日

24
日
▽
結
核
予
防
週
間

26
日
▽
彼
岸
明
け

30
日
▼
ク
レ
ー
ン
の
日

※　上段は学科　　下段は実技 講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL:http://www.bcsa.or.jp
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